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大塚製薬株式会社によるオプション権の行使と覚書締結について 

 

 当社は、大塚製薬株式会社（以下、大塚製薬、本社東京都千代田区、代表取締役社長樋口達夫）と

の、既に締結済みの癌治療用ペプチドワクチンに関する契約で、大塚製薬がオプション権を行使し、

また合せて、新規ペプチドワクチンを追加契約したことに伴い、アップフロント収入を受領すること

が確定しましたので、お知らせいたします。 

 
当社は、平成 15 年 10 月に大塚製薬と大腸癌をはじめとする各種癌で同定された１種の癌関連遺伝

子に由来する癌ペプチドワクチンについて、全世界での独占的な開発・製造・販売権を対象としたオ

プション契約を締結しております。 

このたび、大塚製薬が当該契約のオプション権を行使するとともに、新たに他の癌関連遺伝子に由来

する癌ペプチドワクチンを契約に追加する旨の覚書を締結致しました。 

 

 当社は、東京大学医科学研究所との共同研究による大腸癌の癌組織における遺伝子発現に関する情

報をもとに、癌の発生・進行に重要な役割を持つ癌関連遺伝子の同定および機能解析を実施しており

ます。それらの情報をもとに創薬に適するタンパクを選択し、それに対する特異的免疫能を高める癌

ペプチドワクチンの創薬研究を実施し多数のペプチドワクチンを同定しております。大塚製薬は、既

存の契約と今回締結する覚書に基づき、２種の癌関連遺伝子由来の癌治療用ペプチドワクチンについ

て、大腸癌等を対象にした開発・製造・販売を行います。 

なお、本件における通期業績予想への影響につきましては、判明次第、お知らせ致します。 

以上 

大塚製薬株式会社の概要 

・主な事業内容  ：医薬品・臨床検査・医療機器・食料品・化粧品の製造、製造販売、販売、輸出 

ならびに輸入 

・本社所在地    ：東京都千代田区神田司町２丁目９番地 

・代表取締役社長 ：樋口達夫 

・資  本  金 ：６７億９１百万円（平成１９年３月期） 

・売上高（連結） ：８，５３９億円 （平成１９年３月期）  

・従 業 員 数 ：５，２２５名  （平成１９年３月３１日現在） 
 


